ジコ シコウテキ カンゼンシュギ ノ トクチョウ セイシンテキ フケンコウ ニカンスル ショトクセイ ト ノ カンレン カラ by サイトウ, ミチコ et al.
Osaka University
Title自己志向的完全主義の特徴 : 精神的不健康に関する諸特性との関連から


































Hewitt & Flett(1990, 1991b)は、完全主義を多次元
的 な 概 念 と 考 え 、 多 次 元 完 全 主 義 尺 度 








という一般的傾向が見出されている。例えば Hewitt & 
Flett(1991a)は、自己志向的完全主義と社会規定的完
全主義が抑うつと関連することを示している。また、Frost, 











己 志 向 的 完 全 主 義 尺 度 (Multidimensional 
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関連を検討したものが多く(伊藤, 2004; 伊藤・横田, 
2005; 伊藤・上里, 2002; 伊藤・竹中・上里, 2001, 
2005; 小堀・丹野, 2002; 中川・佐藤, 2005; 大谷, 
2004; 大谷・明田, 1999; 齋藤・沢崎・今野, 2008a, 
2008b, 印刷中; 桜井・大谷, 1997; 清水・古井, 
2004)、それらの研究の多くは一貫して「失敗過敏」
および「行動疑念」が抑うつと関連することを示してい
る(伊藤・上里, 2002; 伊藤ほか, 2001; 中川・佐藤, 
2005; 大谷, 2004; 大谷・明田, 1999; 齋藤ほか, 




































2005, 2007; 桜井・大谷, 1997)。自己志向的完全
主義のすべての下位尺度は、自己や外的対象に対
する注意の持続傾向である没入傾向(坂本, 1997)と




藤ほか, 2008b, 印刷中)、劣等感(高坂, 2008)、被
害妄想的な思考である自己関係づけ(齋藤ほか, 印
刷中)と正の関連、自尊感情とは負の関連(中川・佐
藤, 2005, 2007; 大谷・明田, 1999; 齋藤ほか, 印刷
中)が示されている。さらに、「失敗過敏」、「行動疑
念」が強いほど、ストレスを感じやすいこと(尾関・渡












































































質問紙 1 は 2005 年 10 月から 2006 年 1 月、質
問紙 2 は 2005 年 12 月、質問紙 3 は 2006 年 1 月、





体的には、質問紙 1 は 134 名(男性 45 名、女性 89
名、平均年齢 20.22 歳、SD = 2.23)、質問紙 2 は 68
名(男性 26 名、女性 42 名、平均年齢 20.59 歳、SD 
= 3.08)、質問紙 3 は 148 名(男性 47 名、女性 101
名、平均年齢 19.64 歳、SD = 2.36)、質問紙 4 は
124 名(男性33 名、女性 91 名、平均年齢 20.05 歳、














み合わせた 59 項目、質問紙 2 は①・⑤・⑥・⑦・⑧を
組み合わせた 95 項目、質問紙 3 は①・⑨・⑩・⑪を
組み合わせた 100 項目、質問紙 4 は①・⑫・⑬・⑭・




敗過敏」5 項目、「行動疑念」5 項目、計 20 項目から
なる。回答は「1: 全くあてはまらない」から「5: 非常




を測定する 3 項目、計7 項目からなる。回答は「1: あ






















計 30 項目からなる。回答は「1: 全然あてはまらな
い」から「7: 非常にあてはまる」の7件法により評定を
求めた。 











計 21 項目からなる。回答は「1: 全くあてはまらない」









































確認願望」6 項目、「再確認行動」6 項目、計 12 項目
からなる。回答は「1: 全くあてはまらない」から「7: 非




















項目、計 35 項目からなる。回答は「1: 全くあてはま
らない」から「5: とてもあてはまる」の 5 件法により評
定を求めた。 





あてはまる」の 5 件法により評定を求めた。 
⑯特性怒り・怒り表出 鈴木・春木(1994)による
State―Trait Anger Expression Scale(STAXI)日
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 M (SD ) α 係数
＜質問紙1(n = 134)＞
自己志向的完全主義
　　完全欲求 15.07 (4.01) .80
　高目標設定 16.20 (3.45) .69
　　失敗過敏 12.86 (3.96) .74
　　行動疑念 17.13 (3.75) .68
交友関係
　　友人への同調 12.28 (3.51) .70
　友人との心理的距離 9.82 (2.48) .71
主観的幸福感 39.89 (4.12) .54
境界性人格障害 4.44 (3.00) .71
＜質問紙2(n = 68)＞
自己志向的完全主義
　　完全欲求 15.01 (4.00) .78
　高目標設定 15.79 (3.34) .65
　　失敗過敏 12.59 (4.05) .74
　行動疑念 17.63 (3.85) .70
対人恐怖心性
　　自分や他人が気になる悩み 20.97 (6.02) .85
　集団に溶け込めない悩み 19.61 (8.31) .95
　　社会的場面で当惑する悩み 20.60 (7.62) .90
　目が気になる悩み 16.50 (8.19) .92
　自分を統制できない悩み 19.47 (6.88) .90
　　生きることに疲れている悩み 16.87 (7.50) .89
対人不安 51.23 (11.33) .89
自意識
　　公的自意識 53.12 (9.90) .85
　私的自意識 50.58 (9.80) .89
承認欲求
　賞賛獲得欲求 14.97 (4.98) .86
　拒否回避欲求 13.63 (3.88) .78
＜質問紙3(n = 148)＞
自己志向的完全主義
　　完全欲求 16.67 (4.04) .78
　　高目標設定 17.52 (3.61) .66
　失敗過敏 13.97 (4.25) .77
　　行動疑念 18.31 (3.11) .52
自己評価 9.68 (4.75) .78
メタレベル肯定度 59.22 (10.17) .88
不合理な信念
　自己期待 10.86 (3.45) .79
　　依存 12.38 (3.48) .72
　　倫理的非難 14.81 (3.03) .65
　問題回避 11.86 (2.77) .55
　　無力感 15.24 (2.72) .61
＜質問紙4(n = 124)＞
自己志向的完全主義
　　完全欲求 16.10 (4.40) .83
　高目標設定 16.87 (3.57) .69
　　失敗過敏 14.06 (3.83) .71
　行動疑念 17.72 (3.25) .56
再確認傾向
　　再確認願望 30.28 (8.40) .90
　再確認行動 23.09 (8.64) .84
自己愛
　　評価過敏性 23.01 (7.80) .88
　誇大性 22.85 (6.60) .82
エフォートフル・コントロール
　行動抑制の制御 34.62 (6.32) .69
　行動始発の制御 35.30 (8.39) .82
　　注意の制御 33.65 (8.81) .85
先延ばし 42.81 (9.68) .85
特性怒り 24.15 (5.98) .80
怒り表出
　怒りの表出 20.19 (5.45) .79
　　怒りの抑制 22.77 (4.91) .78
　怒りの制御 18.77 (5.17) .87

































と有意な正の相関( rs > .19, ps < .05)、自分を統制






意な正の相関( rs > .19, ps < .05)、主観的幸福感、
自己評価、メタレベル肯定度とは有意な負の相関





性怒りと有意な正の相関( rs > .17, ps < .05)、自己
評価、行動抑制の制御、注意の制御とは有意な負の












0 ** - .16
9 ** .30 **
0 ** .46 **
8 ** .58 **
8 ** .62 **
1 ** .43 **
4 ** .30 *
7 ** .47 **




1 ** .24 *
6 ** - .24 **
5 ** - .15
4 ** .21 *
1 * .03
5 .17 *
6 ** .18 *
** .32 **
9 * .36 **
7 ** .43 **
4 ** .40 **
2 - .03
1 - .25 **
4 - .10









　　友人への同調 134 .10 - .05 .2
　　友人との心理的距離 134 - .02 .24 ** .0
主観的幸福感 134 .05 .31 ** - .4
境界性人格障害 134 .15 - .16 .3
対人恐怖心性
　　自分や他人が気になる悩み  68 .24 * .11 .5
　　集団に溶け込めない悩み  68 .32 ** .06 .5
　　社会的場面で当惑する悩み  68 .23 .03 .4
　　目が気になる悩み  68 .10 - .02 .4
　　自分を統制できない悩み  68 - .05 - .26 * .4
　　生きることに疲れている悩み  68 .16 - .02 .5
対人不安  68 .21 .22 .4
自意識
　　公的自意識  68 .17 - .05 .2
　　私的自意識  68 .12 .40 ** .0
承認欲求
　　賞賛獲得欲求  68 .15 .31 * .0
　　拒否回避欲求  68 .15 .05 .3
自己評価 148 .05 .24 ** - .3
メタレベル肯定度 148 - .08 .04 - .3
不合理な信念
　　自己期待 148 .51 ** .39 ** .5
　　依存 148 - .08 - .07 .2
　　倫理的非難 148 .24 ** .06 .1
　　問題回避 148 .01 - .13 .3
　　無力感 148 .03 .06 .27
再確認傾向
　　願望 124 .21 * .27 ** .1
　　行動 124 .25 ** .19 * .3
自己愛
　　評価過敏性 124 .21 * .15 .4
　　誇大性 124 .33 ** .45 ** .0
エフォートフル・コントロール
　　行動抑制の制御 124 - .02 - .08 - .1
　　行動始発の制御 124 .22 * .19 * - .1
　　注意の制御 124 - .03 .00 - .1
先延ばし 124 - .14 - .07 .1
特性怒り 124 .15 .13 .22
怒り表出
　　怒りの表出 124 .03 .04 .08
　　怒りの抑制 124 .18 * .04 .2
　　怒りの制御 124 .02 .00 - .0
*p < .05，**p < .01
Table 2　自己志向的完全主義と各変数の相関係数 (n = 68











































1, 130) = 5.56, p < .05; F (1, 130) = 7.34, p < .01; 








失敗過敏の単純主効果( F (1, 130) = 5.03, p < .05)、
失敗過敏低群における高目標設定の単純主効果( F 




単純主効果( F (1, 143) = 12.29, p < .01)、失敗過
敏高群にける高目標設定の単純主効果( F (1, 143) 
= 3.90, p < .05)が有意であった。すなわち、高目標
設定および失敗過敏の両方が高い群におい
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2) 桜井・大谷(1997)の自己志向的完全主義と Hewitt 





Hewitt & Flett(1990, 1991b)の「自己志向的完全
主義」下位尺度と、「失敗過敏」は「社会規定的完全
主義」下位尺度と類似した概念である可能性がある。































A characteristic of the self-oriented perfectionism: 




iroyuki KONNO (Faculty of Human Sciences, Mejiro University) 
aduate School of Psychology, Mejiro University) 
H
T suo SAWAZAKI (Faculty of Human Sciences, Mejiro University) 
 
This study investigated the relationship between self-oriented perfectionism, which had four factors 
consisting of desire for perfection, personal standard, concern over mistakes, and doubt of actions, and fifteen 
of psychological variable. Four hundred and seventy four (474) university students completed a questionnaire. 
Results showed that desire for perfection was almost not related to psychological adjustment; those who set 
higher personal standard tended to focus on “his / her own task”; those who concern overly mistakes tended to 
focus on “themselves who are reflected in the public eyes”; and those who doubt one's actions tended to focus on 
“his / her own behavior”. Also, based on the scores personal standard and concern over mistakes, participants 
were classified into four groups. Results indicated that people who showed both higher scored personal 
standard and concern over mistakes were related to conformity and helplessness; people who showed only 
igher scored personal standard were related h
with regard to future research are discussed. 
 
